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さがみ山友会で最初の沢だった。沢オープニ

ングにも参加できず、今シーズン最初の沢が

泊まりの沢だし、期待とともに不安も高まる。

三井さんに「最初なので、泊まりは心配」と

メールすると、「日帰りの沢の方が悪いところ

がある」とのこと。それならばと、覚悟を決

め、事前にジムに行ってみたものの、どうな

ることか。 

 

6月3日 

23時過ぎ、早川さんの車で自宅まで迎えに来

てもらい、楽チン。道の駅とみさわで、軽く

入山祝い。 

 

6月4日 

道の駅に集合していた各パーティーと別れ、

入渓点へ向かう。戸栗川沿いの林道を十枚山

登山口方面に向かい、折付橋を渡って、突き

当たりT字路を左へ行き駐車、身支度を整え

て出発する。折付橋まで戻り、三つ沢沿いに

林道を一番奥まで進む。8時に入渓。 

日の光も差して、天気はまあまあ、緑が美し

いが、水量多く、ササ濁り。体が沢に慣れず、

ヨタヨタとパーティーの後ろからついていく。 

最初のゴルジュは左岸から巻き。田中さんが

たわしで、ホールドを掃除してくれる。ロー

プなしで、なんとか登れた。 

次のゴルジュは右岸から小さく巻く。 

 

田中さんが空身で登り、次いで新井さん。荷

物を引き上げ、私はロープを出してもらって

登る。 

その先の滝も登れず、右岸から巻き、河原に

戻って小休止。スパッツを見るとファスナー

の部分にヒルがいる。ここから、休みのたび、

特に高巻きのたびのヒルチェックが始まった。

私はあまり気にしなかったのだが、新井さん

も、早川さんも、一生懸命、まめにヒルを探

している。その先も滝も巻いて、しばらく歩

くと鞍掛沢出合。ここで9:40。 

 

鞍掛沢先ゴルジュの7m滝は、記録では泳い

でとりつく、ということだった.。田中さん先

頭に、滝を覗きに行ったが、水量多く、また

寒そうなので、あっさり高巻くことにする。 

 

 

少し戻って左岸のザレを登り、落ち口のほう

へ巻いていく。私がここ数年で行った沢は、

はっきりした巻き道があるようなところばっ

かりだったので、ルートファインディングし

ながらの巻きは、とても新鮮というか、はっ

きり言って怖い。ササにつかまりながら歩く。 

田中さんが偵察に行き、一度ゴルジュの中に

懸垂で降りて、今度は対岸を巻くとのこと。

しかも懸垂は、空中懸垂。田中さん、新井さ

んは先に行く。８環のセットに時間がかかり、

何度も間違いがないか確認し、思い切って下

る。体がぐるぐる回ってしまいそうになり、

肝を冷やしながら、ゴルジュの底へ降り立つ。 

次の滝は、対岸のザレに取り付き、トラバー



スするが、ロープを張ってもらう。ゴルジュ

を抜けたところで大休止。 

 

この先、遡行の大変さで、記憶がはっきりし

なくなり（この前も間違った記録かもしれな

いが）、前に進むだけで精一杯。田中さんや早

川さんに頼んで、何回もロープを出してもら

ったと思う。天気も悪くなってきて、ガスが

出てくる。次に記憶にあるのは、赤岩の滝

15m。これは右岸のルンゼから比較的簡単に

巻けたと思う。 

 

その後しばらくは比較的順調に進んだものの、

テン場前の 15m 滝の高巻きが厳しかった。

ロープを出してもらい右岸のザレに取り付く

が、足元が崩れる前に次の一歩を出すように

とは言われても、体がついていかない。1 ピ

ッチを何とか這い上がり、2 ピッチ目に取り

付くときには、しっかりしていると思って立

ち上がった大きな石を、新井さんのすぐ脇に

落としてしまった。幸いにも怪我がなくて本

当に良かった。3 ピッチ目も上からロープを

垂らしてもらい、トラバースのけもの道に出

る。 

 

このトラバースも、慣れている人には立派な

道なのだろうが、ザレののぼりでビビりまく

っていて、足がすくむ。リーダーに目で助け

を求めても、目で「行きなさい」と返事があ

り、意を決して歩く。新井さんに励まされな

がら歩いて、高巻きを終えるには、2 時間ほ

どかかっただろうか。 

三俣は右俣の滝をシャワークライムで登ると

（この滝が唯一直登できた滝）、16:45分に予

定したテン場に到着。 

 

テントとタープを張り、焚き火を熾すと緊張

が解ける。最後のシャワークライムで濡れた

服を乾かし、体が温まったところで、食事と

酒。束の間の安全地帯。ずっと、ここに居ら

れたら良いのにと思う。でも明日も遡行を続

けないと、安倍峠にはたどりつかない。 

 

6月5日 

4:00過ぎ起床。おいしい朝食をいただき、濡

れた靴を履いて6:00出発。今日も滝は巻いて

いく。すぐに二俣になるが右俣に入る。台地

上には、古い作業小屋が見える。すぐ上の滝

も右から巻き、懸垂で降りる。もう一つ滝を

左から巻くと、奥の三俣着。左俣には滝が見

えるが、真ん中を進むと、一つも滝がないま

ま、10分もしないうちに水が消える（7:50）。 

ザレをトラバースし、左の尾根に取り付くと、

けもの道がついている。少し安全地帯に近づ

いた。ふくらはぎがパンパンになりながら、

約1時間登ると登山道に出た。装備を解除し

て大休止。さわやかな風も吹く中、安倍峠に

向けて歩いた。集合時間には若干遅れたが、

無事到着。 

 

三つ沢は、私にしては悪い高巻きが多く、楽

しさよりも、苦しさが勝る沢でした。早川さ

んが撮ってくれた写真は美しく、自分の記憶

と違い「こんなに綺麗だったのか」と不思議

に思います。山の中では仕事のことなど考え

る余裕もなく、本当に山に集中していました。

目的と切り離された行為があるのでもなく、

行為と目的が一致していて、沢の魅力はここ

にもあると思います。みなさん、どうもあり

がとうございました。 

 


